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お
ま
か
せ

か
ら

手
紙
じ
ゃ
。

愛
が
ほ
し
い
ち

ロ
マ
ン
チ
ス
ト
な

や
つ
じ
ゃ
の…

お
ま
か
せ
く
ん

の
家

感
心

　
　

感
心

い
っ
し
ょ

に
寝
ち
ゃ

　
　

る
わ

ワ
シ
の

愛
で
も

プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
か…

お
っ
さ
ん

　

だ
れ
？

　

ハ
ッ
！

愛
っ
て

こ
ん

愛
ち
ゃ
ん

愛ちゃん

「
サ
ン
タ
さ
ん
へ

ク
リ
ス
マ
ス
は

〝
愛
〞が
ほ
し
い
で
す
。」
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六
郷
満
山
末
山
末
寺
の
金
剛
山
報
恩
寺（
武
蔵
町
麻
田
）

の
本
堂
に
、『
木
造
阿
弥
陀
三
尊
像
』が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
尊
と
も
檜
材
の
一
本
造
、彫
眼
の
彩
色
像
で
す
。

　

中
尊
・
観
音
・
勢
至
の
三
尊
と
も
、頭
・
躰
部
は
一
材
か
ら
彫

出
さ
れ
、像
高
は
中
尊
1
0
2

・0
cm
、観
音
1
2
3

・6
cm
、勢
至

1
2
3
・
0
cm
で
す
。

　

い
ず
れ
も
丸
味
の
あ
る
円
満
相
に
小
ぶ
り
の
目
鼻
立
ち

を
刻
み
、胸
腹
部
の
肉
取
り
も
丸
く
厚
み
が
あ
り
、12
世
紀

後
半
の
地
方
仏
の
様
相
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

武
蔵
町

 

「
木
造
阿
弥
陀
三
尊
像
」 
　
　
　
　
　

  

県
有
形
文
化
財

「
三
浦
梅
園
が

　
　

伝
え
た
か
っ
た
こ
と
」

「
三
浦
梅
園
が

　
　

伝
え
た
か
っ
た
こ
と
」

　

第
33
回
梅
園
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
三

浦
梅
園
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
、11
月
８

日
（土）
午
後
１
時
か
ら
ア
ス
ト
く
に
さ
き
マ

ル
チ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

梅
園
学
会
国
東
実
行
委
員
会
の
萱
嶋

源
一
郎
代
表
、来
賓
の
野
田
侃
生
市
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、小
川
晴
久
東
京
大
学

名
誉
教
授
が「
梅
園
先
生
に
お
け
る
誠
の

道
と
学
問
」と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、パ
ネ
リ
ス
ト
の
江
無
田
睦

子
さ
ん（
杵
築
市
）、小
串
信
正
さ
ん（
大
分

市
）武
多
成
道
さ
ん
、林
浩
昭
さ
ん
、浜
田

晃
さ
ん（
い
ず
れ
も
国
東
市
）が
、「
三
浦
梅

園
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
」に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
を
発
表
し
ま

し
た
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
萱
嶋
代
表

が「
人
間
中
心
で
な
い
地
球
中
心
思
考
の

大
切
さ
を
教
え
た
梅
園
先
生
の
真
面
目

な
生
活
に
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」と

ま
と
め
終
了
し
ま
し
た
。

第
33
回
梅
園
学
会


